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【背景】

睡眠時間や睡眠の質は、心血管疾患の重要な危険因子となる可能性がある。特に、睡眠の質の低

さを示す指標の一つである 「入眠困難（寝つきの悪さ）」は、心血管疾患と関連している可能性が

あるが、日本人における知見は限られている(1)。本研究では、日本人一般集団を対象に、睡眠時

間と主要心血管疾患発症リスクの関連を検討するとともに、入眠困難は睡眠時間とは独立して主

要心血管疾患の発症リスク増加と関連しているという仮説を立て、入眠困難と主要心血管疾患新

規発症との関連を検討した。

【方法】

2010 年に NIPPON DATA2010 研究のベースライン調査を実施した 2,891 名のうち、心血管疾患既

往者、追跡不能、および欠損データがある 384 名を除外した 2,507 名（男性 1,038 名、女性 1,469

名）を、2019 年 12 月 31 日まで追跡調査した。睡眠に関する情報は自記式質問票により収集した。

睡眠は、参加者を入眠困難（頻繁にある、ときどきある／めったにない、まったくない）と睡眠

時間（6 時間未満、6～8 時間未満、8 時間以上）に基づいて分類することにより評価した。アウ

トカムは、主要心血管イベント（脳卒中、心筋梗塞、冠動脈血行再建術、心不全のいずれかの発

症）の発生とした。入眠困難と睡眠時間のハザード比（HR）は、性別、年齢、BMI、糖尿病、高

血圧、脂質異常症、喫煙、飲酒、K6 スコア、身体活動指数を調整した Cox 比例ハザードモデルを

用いて推定した。入眠困難と睡眠時間は、両者の影響を相互に調整するため、同じモデルに組み

込んだ。解析には Stata 18.5 SE (Stata Corp LP, College Station, TX, USA)を使用した。 

【結果】

平均 8.3 年間の追跡期間中に、118 件の主要心血管イベントが発生した（男性 72 件、女性 46 件）。

平均年齢は 58.1±15.8 歳であった。全体解析では、入眠困難が「頻繁にある」群と比較して、 「と

きどきある／めったにない」群の HR （95%信頼区間）は 0.54 （0.33-0.88）、 「まったくない」群で

は 0.51 （0.26-0.99）だった。睡眠時間については、 「6～8 時間未満」群と比較して、 「6 時間未満」
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群の HR（95%信頼区間）は 0.79（0.49-1.29）、「8 時間以上」群では 1.48（0.91-2.41）であった。

性別で層化した解析では、女性において 「8 時間以上」群のリスク上昇が観察された  ［HR （95%

信頼区間）= 2.70（1.25-5.83）］のに対し、男性ではこの傾向は認められなかった。一方で、高齢

者や IADL 低値（10 点以下）、BNP 高値（35 以上）、2 年以内のイベント発症者を除外しても全体

の傾向に変化は見られなかった。飲酒量でも層化した場合でも同様であった。

【考察】

本研究では、睡眠時間が長い集団ほど主要心血管イベントリスクが高かった。先行研究の多くは、

睡眠時間と循環器病リスクに逆 J 字型の関連があることを報告しており(2)(3)、本研究で観察され

た長時間におけるイベントリスクの上昇は先行研究の知見と一致した。一方、短時間睡眠におけ

るイベント発症リスクは先行研究と異なる関連を示した。年齢や IADL などの交絡の可能性のあ

るいくつかの要因で層化してもほぼ同様の関連を認めたため、明らかな背景要因に関する知見は

得られなかった。また、入眠困難が頻繁にあると答えた集団では、それより低い頻度を答えた集

団より主要心血管イベントリスクが高かった。先行研究では睡眠時間と独立して入眠困難を含む

睡眠の質が心血管リスク因子や心血管イベントリスクと関連することが報告されており(4)、本研

究は先行研究と一致した傾向を示した。

【結論】

入眠困難が頻繁にみられる集団では、睡眠時間とは独立して男女ともに主要心血管疾患の発生リ

スクが高かった。一方、女性では睡眠時間が長いことがリスク上昇と関連していた。本研究の結

果、睡眠の質の指標の一つとして質問票による入眠困難（寝つきの悪さ）を評価することが、心

血管疾患発症リスクの評価に重要であることが示唆された。
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